
別府支援学校の人材育成
既存の仕組みを活用した学校組織の活性化
～基礎形成期の育成を通して（主に学習指導に着目して）～

大分県立別府支援学校

校長 安藤 博
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全肢研熊本大会 校長研修会
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大分県別府市と言えば… おんせん県 おおいた

石垣原校（分校） 別府支援学校 鶴見校（分校）

肢体不自由



前代未聞

背景には
厳しい採用状況も

歪んだ権力構造

密室性

「カネ」と「コネ」の横行

口利き

組織ぐるみ

大分合同新聞 平成20年６月15日
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大分県の教育 大分県の教員と言えば…



大分県の公立学校教職員の人材育成方針 平成２３年１０月

策定の趣旨

•県教育委員会では、平成20年の教員採用選考試験等に係る不祥事を受け、

権限と責任が明確で透明性の高い教育行政システムを確立するため、各種

試験制度の抜本的な見直しを始めとする教育行政の改善策を実施してきた。

また、県民の教育への信頼を回復するため、新たな教職員人事評価制度の導

入、教職員研修の充実、広域人事の推進など、教職員の資質能力向上や一層

の意識改革に取り組むことにより、学校における教育の質の向上に努めている。

（中略）
•このため，大分県を担う教職員の人材育成の在り方について、本県の教育課題

等を踏まえた上で、教員養成・採用段階から、採用後の能力開発、研修体系

や人事異動教職員のキャリアステージ全般を通じて必要な施策を総合的、体系

的に人材育成方針として整理し、今後この方針を基に各施策を市町村教育委員

会とともに相互に連携しながら取り組んでいくことする。



5「公立学校教職員育成指標」
「若手教職員育成のためのOJTの手引き（観点表）」
などを県教委が作成。どの都道府県にもありますよね。
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「昔なら通らなかった人も入ってきているのは
事実」とレベルを維持する難しさを感じている。
（県南 50代中学校長）

大分合同新聞 令和６年６月14日



大分合同新聞 令和６年９月14日
毎日新聞 令和６年10月20日



8

職業としての教師の不人気が言われ，人員確保に追われている現状では，どうして
も人手不足・採用に目がいき，「人材育成どころではない」という気持ちになります。
しかし…このような大量採用の時代だからこそ，一人一人の採用者を丁寧に大切に
現場で育てるしかないと思っています。嘆いていても仕方がありません。
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令和６年度大分県の新採用者（特支 １６校）

平均年齢
32.6歳



別府支援学校の現状
人材育成の課題と方向性
についてお話させていただきます
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別府支援学校（三校）の職員構成（主幹教諭・教諭に特化して）
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本校 鶴見校（分校） 石垣原校（分校）

障がい種 肢体不自由・病弱 肢体不自由 病弱

通学生 別府発達医療センター 西別府病院

児童生徒数 ５８人 １６人 １７人

教員数（教諭） ５０人 １４人 １５人

教員数（主幹教諭） ３人（小・中・高主事） １人（中学部主事） １人（小学部主事）

教員の平均年齢 ４２ ４９ ５０
教員の構成 ２０歳代 ９人

３０歳代 １０人
４０歳代 １９人
５０歳代 １１人
６０歳代 ４人

３０歳代 ４人
４０歳代 ２人
５０歳代 ８人
６０歳代 １人

３０歳代 １人
４０歳代 ６人
５０歳代 ７人
６０歳代 ２人

採用３年まで ２６％（１４人） 0 ６％（１人）
採用１０年まで ５５％（２９人） １４％（２人） ２５％（４人）

大分県では指導教諭は配置されていない。主幹教諭が学部主事を兼ねる。



現状と人材育成の方向性

１．採用１０年目までの経験の浅い教員（基礎形成期）が半数を超える
初任研・ステップアップ研などの対象者が多数

２．各年代は比較的バランスよく配置されている
３．４０代から５０代は学習指導や校務の中心になってほしいが，やや力不足

・人事交流（小・中・高から）・採用のタイミング ・校種変更（幼→特，中→特）

４．経験豊かなベテランから若手へのノウハウ継承が不十分
※学級経営や協同授業では協力的だが，互いの学びまでには深まらない

５．日々の業務が増えてこなすだけになっている傾向
・時間がない ・やらされ感 ・結果が見えないつらさ

現
状

１．初任研などの機会を全員の学びの場・人材育成の場にならないか
基礎形成期に限らず，授業を構想する土台が弱い→全員の底上げが必要
→基礎がすべて（「基礎」がなければ「発展」もない）

２．ベテランには，指導者となり人材育成を期待
※共通の課題に対して，経験年数に関係なく学び合い課題を解決していく人間

関係やチームワークこそが大切
３．仕事を任せるのは，基礎形成期でもOK

※任せないと学校運営ができない（新採３年未満は分掌副主任を任じている）

方
向
性
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大分県の考え方

法定研修（初任研・中堅研）以外にも
採用後２年目３年目にステップ研修Ⅰ・Ⅱを位置づける（平成24年から）
・初任者研修では最低年間５回の「提案授業」
・ステップアップ研修Ⅰ・Ⅱでは年間２回の「提案授業」
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令和５年度 校内指導教員（教諭を任命）
→令和６年度 校内指導教員（主幹教諭を任命）に変更
ステップアップ研修も主幹教諭が担当
（採用3年目までの14名を3名の主幹教諭が担当・主に指導）

【変更の意図】
○教員不足で欠員のままスタート。校内指導教員を教諭から割けない。
フリーである主幹教諭を校内指導教員に任命（表の意図）

○「最も優秀な人材のもとで働かせることが人材育成の要点である」の考えのもと
人材育成を進めるため（真の意図） 人材育成のキーパーソンは主幹教諭である

大分県の考え方を踏まえた本校の考え



人材育成の方向性（「基礎形成期の学習指導」に特化して）

○新採用３年目までに，基本的な授業力をつけてほしい

・授業について深く考え、各教科の基本的な考え、授業構想力や授業展開のスキルを

身につけること

・授業展開、発問、板書、個別の支援などの意義を考え、子どもに応じた支援が考え

ることができること

・自己評価して、次回への改善策を考えることで、授業に必要な要素を考えられる

こと etc

※「授業の考え方や，なぜそうするかを大切にしたい。本人が考えずに，こなす（書かせ

る）だけでは意味がない」（小主幹教諭）

「指導案が書けることは理想ではあるが、最低限の基本ラインだけ整えばよい」

（中主幹教諭）

「（今年はたまたま初任者がいないが）ステップアップ対象者はもちろん，高等学校か

らの異動者にも学んでほしい」（高主幹教諭）

基礎形成期の教員に期待すること
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①校外研修と連動させる取り組み（意図）課題や目的を持って校外研修に取り組む

アドバイスに留める

校外研修前
に学校で

校外研修
で

報告と還元
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②学習指導案を作成する中で（授業構想の中核） 朱書き（書き換え）はしない！

「学ぶ順番が大事なので，何
月にどれという書き方にかえる」
というアドバイスをした

（指導の意図）
指導計画には「何を，どんな
順番に，どれくらい時間かける
か」を記述するという基本を理
解させるため

計画を立てる（変更）する
のは本人（授業者）次第
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③実際の授業と授業反
省（改善）

○学習指導案を伴う参観授
業を行う

※主幹教諭は最後まで授業
 を見届ける
（導入→展開→終末がわかる）

「授業」→
短時間の
「授業反
省」を繰り
返す

参観者は，ここのシートに何でも
よいので書いてあげてください



「今年の○○は，レベルが低い」
「昔と比べると，今年の新採用者は○○だ」
「教師の適性がない」
「これまで（大学で）何を学んできたの？」etc

３７年前，別府養護学校（別府支援学校）で新採用になったとき，
教師としてのイロハを教えてくださったのは諸先輩方でした。
３年間で教師の基礎を作り，今日まで曲がりなりにも教師をやってこれたのは，
先輩方のおかげです。今となっては感謝しかありません。
私たちは，先輩方から教えていただいたことを後輩に正しく伝えていきます。
時間はかかるかもしれませんが…

言わない（絶対に言わせない）ようにしていること

○時間と手間がかかる
スマートにやりたいのはやまやまですが…  積み上げが大事なので…

○チームでと言いながら主幹教諭（エース）頼みですか？ 他に担当者は…

困っていること

切に思っていること



ご清聴ありがとうござ
いました
このような場でお話しする機会を与えていただいた

ことを感謝します。

明日の「分科会」 明後日の「公開授業」を楽しみ
にしています。どんな発表なのか？授業なのか？ワ
クワクしています。よろしくお願いいたします。
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